
 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

平成３０年度 

三重県民生委員児童委員協議会 児童福祉委員会 
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三重県児童委員活動調査の冊子発行にあたり 

近年では三重県内においても核家族化や集合住宅の一般化が進み「地域住民のつながり

の希薄化」「孤立・孤独」「無縁社会」などの言葉が日常的に使われるようになりました。

地域では生活の困りごとを誰に相談すればよいか分からず、一人悩みを抱え込んで孤立し

た生活を送っている親や子どももいます。そんな方々にとって、守秘義務を守り、地域の

身近な相談役となる児童委員の皆さんの存在は自分らしく豊かな生活を送る上で大きな助

けになる事ができます。 

県内各地域の児童委員活動をまとめた本冊子をご活用いただき、児童委員活動のより一

層の充実にお役立ていただければ幸いです。 

 最後になりましたが本冊子の作成にあたり、単位民児協、市町民児協の皆様方にはご協

力をいただき誠に有難うございました。 

（児童福祉委員会 委員長 藤井 佐太司） 

 

児童憲章 

われらは、日本国憲法の精神にしたがい、児童に対する正しい観念を確立し、すべての児童の幸

福をはかるために、この憲章を定める。 

児童は、人として尊ばれる。 

児童は、社会の一員として重んぜられる。 

児童は、よい環境のなかで育てられる。 

1 すべての児童は、心身ともに健やかにうまれ、育てられ、その生活を保障される。 

2 すべての児童は、家庭で正しい愛情と知識と技術をもつて育てられ、家庭に恵まれない児童に

は、これにかわる環境が与えられる。 

3 すべての児童は、適当な栄養と住居と被服が与えられ、また、疾病と災害からまもられる。 

4 すべての児童は、個性と能力に応じて教育され、社会の一員としての責任を自主的に果たすよ

うに、みちびかれる。  

5 すべての児童は、自然を愛し、科学と芸術を尊ぶように、みちびかれ、また、道徳的心情がつ

ちかわれる。 

6 すべての児童は、就学のみちを確保され、また、十分に整つた教育の施設を用意される。 

7 すべての児童は、職業指導を受ける機会が与えられる。 

8 すべての児童は、その労働において、心身の発育が阻害されず、教育を受ける機会が失われ

ず、また児童としての生活がさまたげられないように、十分に保護される。 

9 すべての児童は、よい遊び場と文化財を用意され、わるい環境からまもられる。 

10 すべての児童は、虐待、酷使、放任その他不当な取扱からまもられる。あやまちをおかした児

童は、適切に保護指導される。 

11 すべての児童は、身体が不自由な場合、または精神の機能が不十分な場合に、適切な治療と教

育と保護が与えられる。 

12 すべての児童は、愛とまことによって結ばれ、よい国民として人類の平和と文化に貢献するよ

うに、みちびかれる。                  ※昭和２６年５月５日宣言 
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桑員ブロック 

（桑名市、いなべ市、東員町、木曽岬町） 

 

 

「ブロック内の児童委員活動についてのまとめ」 

  桑員ブロックは、名古屋市から比較的近距離に位置することから、名

古屋のベッドタウンとして、大規模の団地や工場が立地していることか

ら、高齢化率が低く、児童数が比較的多くいる地区がある一方で、団地

の開発から数十年経過し、子世代の独立により、高齢化が進展し、児童

が減少している地区もあるなど、それぞれの市町、地区により特徴はそ

れぞれ異なっています。                                                                          

 活動内容も多岐にわたり、幼稚園・保育園や小・中学校に児童委員が

訪問し、行事に協力したり、子どもの見守り活動をするといったものが

多くみられました。児童委員だけではなく、地域の各団体と連携して実

施している事業も多くなっています。 

[０～６歳(未就園、保育園、幼稚園)の児童を対象とした活動] 

 

○桑名市子ども安心・安全見守り訪問事業(桑名市) 

 ６か月～１歳半の児童のいる家庭を児童委員、主任児童委員が訪問し、

地域の子育て情報の提供などをする。 

 

○ブックスタート(満６か月児)、ブックReスタート(満２歳児)(いなべ市) 

 毎月各１回ずつ、主任児童委員とともに支援センターにて、本の読み 

聞かせをする。同時に保護者からの子育てに関する相談にものる。 

 

○幼稚園保育園クリスマス会へ参加(東員町) 

 全委員、主任児童委員が参加。１２月、各幼稚園保育園で開催される 

クリスマス会に参加し、園児と交流している。 
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[小学生の児童を対象とした活動] 

 

○さつまいもの苗植え、鬼まんじゅう作り（桑名市成徳地区） 

PTA、児童委員、先生、農家の方と一緒にさつまいもの苗を植え、そ

の後、いもを収穫し、鬼まんじゅうを作って食べる。 

 

○小学校の登下校の見守り（いなべ市） 

 月１回交通安全啓発で、小学校の登下校の見守り活動を児童委員が実

施する。 

 

○神田小学校福祉出前授業と絵手紙書き方交流会 （東員町） 

神田ブロックの取り組み。１１月、神田小学校を訪問し、福祉の出前

授業と絵手紙書き方交流会を行っている。 

[中学生以上の児童を対象とした活動] 

 

○光陵中学校訪問事業 （桑名市大山田西地区） 

 授業参観の後、児童委員と校長・教頭先生との懇談会を実施。 

 年１回。１０～１４名が参加。 

 

○学校訪問（いなべ市） 

 年１回くらい、中学校を訪問し、校長先生をはじめとする教師と懇談

し、運動会等の行事を見学させてもらう。 

 

○イオンモール東員パトロール（東員町） 

 稲部・三和ブロック・主任児童委員の取り組み。春休み、夏休み、冬

休みにイオンモール東員内をパトロールし、主に子どもの安全を守っ

ている。 
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三泗ブロック 

（四日市市、菰野町、川越町、朝日町） 

 

「ブロック内の児童委員活動についてのまとめ」 

三泗ブロックは、東に伊勢湾、西に鈴鹿山脈を望み、四日市港にはコ

ンビナートのもと産業が発展しています。山麓には、豊かな緑と美しい

水があり、広い農業地帯が広がります。明日に向かって躍進する都市だ

と思います。 

多くの単位民児協のアンケートへのご協力により、事業や活動の温度

差が感じられました。しかし、私達委員が各団体や行政とつながり、子

ども等の福祉に関わっていることは変わりありません。 

 

 

 

[０～６歳(未就園、保育園、幼稚園)の児童を対象とした活動] 

○子育てサロン、遊び会、ママカフェ、講演会、懇談会などを定期的に 

開催（四日市市、菰野町、川越町、朝日町） 

○赤ちゃん訪問（四日市市、菰野町、川越町、朝日町） 

○幼稚園、保育園の行事参加（四日市市、菰野町、川越町、朝日町） 

○障害児（者）施設の訪問（四日市市） 
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[小学生の児童を対象とした活動] 

○０～６ネット会議  いずれも四日市市各単位民協にて開催 

           学校関係者、センター長、児相、家児室、 

保健師、民生児童委員 

○就学補助審査会   守秘義務・現状把握・情報交換 （四日市市） 

○学校行事への参加、訪問（四日市市、菰野町、川越町、朝日町） 

○児童の登下校見守り（四日市市、菰野町、川越町、朝日町） 

○図書ボランティア 読み聞かせ 図書の整理（菰野町） 

○子供教室、放課後の子供の指導、見守り（菰野町） 

○児童館まつり、催しもの準備（朝日町） 

[中学生以上の児童を対象とした活動] 

○０～６ネット会議  上記の小学校と同時期開催（四日市市） 

○就学補助審査会    

○学校行事への参加 （四日市市、菰野町、川越町、朝日町） 

○生徒の登下校の見守り（四日市市、菰野町、川越町、朝日町） 

[地域子育てネット０～６会議について]（四日市市） 
平成１２年から、子育て支援の一環として、未就園児（赤ちゃん）の訪問、

相談、見守り活動を行っている。そして、幼稚園、小学校、中学校、行政

と会議を開催。覚え書きを印して守秘義務を守り、情報を交換し共有する。 
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鈴亀ブロック 

（鈴鹿市、亀山市） 

 

「ブロック内の児童委員活動についてのまとめ」 

鈴亀ブロックは、鈴鹿市１３地区民児協と亀山市４地区民児協で形成

されています。両市とも工業団地が多く存在しており、そのため働く人

口も増加し、児童も増えています。 

しかし昔からの地域では、人口が減少している地区が増えているのも

現実です。鈴鹿市では、児童数が１０００人近い規模の小学校や、逆に

１００人にも満たない小学校もあります。公立保育所(園)も民間に比べ

て園児が少なく、幼稚園は統廃合された園もあります。 

子どもたちの見守りと支援は、益々求められています。 

民生委員・児童委員、主任児童委員は支援活動に惜しみなく協力を続

け、地域の諸団体とより連携を深めていかなければなりません。 

[０～６歳(未就園、保育園、幼稚園)の児童を対象とした活動] 

 

○子育て支援事業（亀山市） 

小学校入学迄の子どもと保護者を対象に季節感のある事業を行い、保

護者たちの話し合いの場所を作る。 

○子育て支援事業（鈴鹿市） 

0 才～就学前までの子どもと保護者などを対象に年１０回開催。ママ

にはママ友を、子どもには広い遊び場を提供出来るように考え、季節

感を大切にした工作、歌やゲーム、読み聞かせ等行うと共に、子育て

に関する相談を行う。 

○子ども安心安全、見守り事業（鈴鹿市） 

 交通安全教室（チャイルドシートについて）などの講習会・紙芝居や

折り紙お菓子プレゼント、相談コーナーなど保護者の交流会を持つ。 
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[小学生の児童を対象とした活動] 

○いきいきキッズ（亀山市） 

子どもの集まる場所を提供する。社会見学やお菓子づくり体験を通し

て交流の場を持つ。 

○ふれあい集会（鈴鹿市） 

児童や教諭たちと昭和の時代のお菓子づくりを体験する。 

家庭や学校生活などの話をして世代を超えた交流をはかる。 

○放課後子ども教室（ちびっこ隊）（鈴鹿市） 

放課後の子どもたちの見守り活動をする。宿題をさせ、水鉄砲・七夕

まつり・キャンプ遊び・音楽・体操・読み聞かせなどの事業を実施し

ながら、子どもたちを見守る。 

○学校行事サポート（鈴鹿市） 

清掃作業・読み聞かせ・採点・郊外学習の付き添いサポートを行う。 

 

[中学生以上の児童を対象とした活動] 

○不登校などの児童・生徒に対する支援（鈴鹿市） 

学校との連携による家庭訪問をはじめとした支援活動を行う。 

 

○中高クラブ愛エンジェル隊（鈴鹿市） 

中・高生が夏祭り（太鼓演奏）・災害訓練など地域の行事に参加し、

地域との交流を深める。 

 

○学校訪問（鈴鹿市） 

年１回学校を訪問する。 

自治会・ＰＴＡ・教員・園長と懇談会を持つ。 

 

○白子高校との交流会（鈴鹿市） 

一人暮らし高齢者の方に手作り給食を提供したり、 

演奏会を開催し地域の人々と交流する。 
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中勢（津市）ブロック 

 

 

 

「ブロック内の児童委員活動についてのまとめ」 

中勢ブロックは、平成１８年１月１日に２市６町２村の合併により津

市となりました。社会的な少子高齢化とともに、本市においても年少人

口（児童数）が減少傾向にあります。 

このような時代背景を踏まえて、活動内容も多岐に渡っており、次世

代の地域社会を担う児童が健やかな成長ができるよう、保育園・幼稚園・

小中学校の見守り訪問活動を主任児童委員と随時行っています。 

また、地域の各団体と連携・協働し、多様な事業を実施しています。 

 

[０～６歳(未就園、保育園、幼稚園)の児童を対象とした活動] 

 

○子育てサロンの訪問活動（津市橋北地区・西郊地区） 

 子育てサロンを訪問し、就学前の子どもや親同士のコミュニケーショ

ンを通じて、顔の見える関係づくりをしています。 

また、お手玉、あや取り、コマ回し等の昔の遊びを通じて、ふれあい

を深めています。 

 

○ふれあいと癒しの空間 のびいく（白山地区） 

 子育てママの出会いとふれあいの場として、毎月第４火曜日にベビー

マッサージが行われており、ふれあいと交流の促進に寄与していま

す。 
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[小学生の児童を対象とした活動] 

 

○交通安全の見守り（津市橋内地区・河芸地区） 

 小学校の通学路（特に交通混雑時または新入生の登校時）の見守り

活動をしています。 

 

○学校行事の参加（津市内各地区） 

 入学式、卒業式、運動会、学習発表会、授業参観等学校行事へ積極

的に参加しています。 

 

○登下校の見守りや挨拶運動（白山地区） 

 安心・安全に登下校ができるよう、日常的な見守りと顔の見える・

つながる関係づくりに向けて挨拶運動の推進に取り組んでいます。 

 

[中学生以上の児童を対象とした活動] 

 

○学校行事への参加・支援（津市内各地） 

 入学式、卒業式、運動会、学習発表会、授業参観等への積極的な参加

に加えて、学習支援の充実に取り組んでいます。 

 

○健全育成、子育て支援への協力（白山地区） 

 夜間パトロール、子育て支援への活動・協力をしています。 
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伊賀ブロック 

（伊賀市、名張市） 

 

「ブロック内の児童委員活動についてのまとめ」 

伊賀ブロックは、2004年（平成 16年）に上野市・伊賀町・島ケ原村・阿山町・大山田村・青

山町の６市町村が合併誕生した「伊賀市」と「名張市」の二つの市で構成されています。 

伊賀市は１４地区、名張市は８地区の単位民児協から成り、すべての民生委員が児童委員であ

ることを意識し、独自で登下校の見守りや、学校行事へ参加協力するなどして、子供たちの安全

で健やかな成長を見守っています。一方、地域づくりの一員としても、「誰もが安心して暮らす

ことのできるまち・地域づくり」を念頭に、関係機関と連携、協議し、活発に子育て支援に取り

組んでいます。 

 

[０～６歳(未就園、保育園、幼稚園)の児童を対象とした活動] 

○子育て支援センター事業の支援（伊賀市） 

各地区支援センター年間事業計画での見守り・サポート・乳幼児相談の協力、支援。

子育てサロンで保護者との交流会、意見交換会の実施。（ゲーム、歌、健康相談など） 

○児童部会活動（伊賀市） 

 未就園児の親子での創作活動やリトミック・フィールドワーク等への参加で交流支

援。     

○保育園（所）、幼稚園行事への参加や交流（伊賀市）                             

 入園、卒園式、運動会、クリスマス会行事へ参加し園児達との交流をしている。一人

暮らし高齢者の集いに園児達に参加してもらい、歌の披露や肩もみで楽しんで頂く。 

○地域との協働事業（伊賀市） 

 夏祭りや地域での見守り親子防災事業（乳幼児を持つ保護者対象）への参加と協力。 

○託児「みはたすくすく」（名張市） 

 地域ボランティアと共に未就園児の半日託児、育児中の母親のサポートをしている。   

○幼稚園の行事に参加（名張市） 

 七夕、運動会、芋掘り、正月遊び等に児童委員として参加し、園児達と交流している。    

○児童部会活動として、子育てサロンを開催（名張市） 

 児童部会活動の一つとして未就園児対象の子育てサロンを開催し、保護者同士の交流

の場作りにも役立っている。 
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[小学生の児童を対象とした活動] 

○学校と連携しての活動（伊賀市） 

授業参観で伝承遊びを取り入れ、共に遊ぶ（けん玉、あやとり、こま回し等の伝

承）。PTA 行事（学級懇談会・講演会等）での、留守番人不在の低学年児童の預

かり見守りで、保護者が気兼ねなく会合へ参加してもらえるようにしている。 

主任児童委員による、放課後児童クラブへの協力。（絵本読み聞かせ・お話クラ

ブ等） 

○地域とのふれあい事業への参加（伊賀市） 

各地区でのまつりや子どもフェスティバルへの参加協力（ミニコンサート・体験

ブース・工作教室・科学教室・親子体操等）。いきいきサロンや敬老の集いで、

高齢者と小学生の交流。お寺行事の花まつり等子供の集いでお寺さんの講話と食

事会、和尚様の念仏とおやつを頂く。子ども会等の関連行事への参画。（納涼祭、

ジャンボ七夕まつり、水生生物観察で地域河川の水質検査、クリスマス会、6 年

生を送る会・1年生を迎える会等特色ある地域行事への参画） 

○小学校の授業参観と校長先生との話し合い（名張市） 

年に 1，2 回、民生委員のみの授業参観を実施している。校長先生と話をし、子

供たちの学校での様子を知ることが出来、ふれあいの良い機会になっている。 

○「子供を守る連絡会」への参加（名張市） 

「子供を守る連絡会」に児童委員として参加し、学校と地域が連携して、安心・

安全を守るための通学路や危険個所を点検したり、情報交換、パトロール等をし

ている。 

 

[中学生以上の児童を対象とした活動] 

○中学校との懇談会や学校行事への参加（伊賀市） 

地域の学校へ役員・児童部会員が訪問し、学校側からの報告や子供達の状況につい

て情報共有。PTA事業の廃品回収などに積極的な協力。 

 

○中学校赤ちゃん交流会（名張市） 

幼児サロンおじゃまる広場と協働し、毎週木曜日、中学生が、学校へ連れてきても

らった赤ちゃんと触れ合う場をつくっている。 

 

○学校行事への積極的な参加、協力（伊賀市・名張市） 

学校と定期的な会合を持ち、地区懇談会や、授業参観に参加し、交流を図っている。 
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松阪多気ブロック 

（松阪市、多気町、大台町、明和町） 

 

「ブロック内の児童委員活動についてのまとめ」 

松阪・多気ブロックは、三重県のほぼ中央に位置し、東は伊勢湾、西は高見山地や大

杉渓谷を境に奈良県に接しています。平野部から中山間地域の豊かな地形や、また、櫛

田川や宮川などの一級河川がブロック内を流れることによる温暖な気候を活かして多

数の名産品が生まれています。 

ブロック内での大きな活動としては、各地区単位や学校区単位で児童生徒や教職員と

の交流、懇談等を図ることにより地域における課題の把握、並びに課題の解決に向けた

連携を図っています。また、市内の大多数の地区において、一人暮らし高齢者等のお宅

に他の組織と共に配食サービスを実施しているが、一部地区においては夏休み等の学校

が休日の際には児童生徒などと共に食事を届けています。 

さらに、一部地区では地区内での児童生徒との交流を図るために、多少運営形態の違

いはあるものの、他の組織と共に学習指導を行ったり食事を共にして交流を図っていま

す。 

[０～６歳(未就園、保育園、幼稚園)の児童を対象とした活動] 

○主任児童委員部会が取り組む「リフレッシュママの会」活動への支援（松阪市） 

 松阪市在住の子育て中のママが育児から解放され、ママ同士の交流が図れる場を提

供するために、松阪市では早くからリフレッシュママの会活動に取り組んできた。

主任児童委員だけでは多くの子ども達に目が届かないことから、主任児童委員活動

を支える意味で民生委員・児童委員が支援してきている。 

 

○「子育て支援センター」各種支援事業等への参加（大台町） 

  「親子ふれあい体操」「離乳食教室」等の支援事業や、「ちゃちゃちゃ会」といっ

た抹茶の会等の自主グループの催しにもボランティアとして参加することで、地域

との交流を図っている。 
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[小学生の児童を対象とした活動] 

○地区内小学校教諭との交流会及び校区見守り隊 

（松阪市内各地区及び多気町、明和町） 

 校区内小学校教諭との交流を実施することにより、お互いに地域の

抱える諸問題や課題を抱える家庭並びに児童の情報共有が図れる。

また、登下校時に見守り活動を行い、児童や地域との交流を図る。 

 

○地区内児童生徒との交流（松阪市内一部各地区） 

 地区内の児童生徒との交流を図るために、まちづくり協議会等を始

めとする地域住民とともに学習指導を行ったり食事を共にして交

流を図っている。 

 

○地区内小学校始業前の本の読み聞かせ及び授業の手伝い（明和町） 

 校区内小学校にて、一限目が始まる前に本の読み聞かせを実施した

り、家庭科の授業（裁縫）の手伝いを実施することで児童等との交

流を図っている。 

 

○「民生委員・児童委員の仕事」について出前講座を実施（大台町） 

 校区内小学校に民生委員・児童委員及び主任児童委員が出向き、職

務の内容や地域の現状等を児童に話すことで福祉への関心を高め

る。 

 

[中学生以上の児童を対象とした活動] 

 

○地区内中学校教諭との交流会（松阪市内各地区） 

 校区内中学校教諭との交流を実施することにより、お互いに地域の諸問

題や課題を抱える家庭並びに生徒の情報共有を図る。 
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南勢志摩ブロック 

（伊勢市、鳥羽市、志摩市、玉城町、南伊勢町、大紀町、度会町） 

 

 

「ブロック内の児童委員活動についてのまとめ」 

南志ブロックは三重県中東部に位置し伊勢神宮のおひざ元で、多くの

観光客が訪れる観光都市で、随所におもてなしの真心が宿っています。 

 保育園・幼稚園・小学校・中学校の訪問活動は各地区民児協で日常的

に行っています。 

 また、伊勢市では児童委員と主任児童委員部会が協力し、にこにこ訪

問（赤ちゃん訪問）などを随時行っています。 

[０～６歳(未就園、保育園、幼稚園)の児童を対象とした活動] 

 

○にこにこ訪問（赤ちゃん訪問）（伊勢市） 

各世帯の第１子のみ限定で希望者宅を主任児童員と協力して訪問して

いる。 

     

○幼稚園、保育園の訪問（伊勢市・鳥羽市・志摩市） 

訪問活動、園長と懇談を随時実施している。 

     

○お茶会（伊勢市二見地区） 

 保育園のお茶会に女性委員が着物姿で訪問し、お点前などを務め、園

児にお茶会の雰囲気を味わってもらう。 
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[小学生の児童を対象とした活動] 

○夜店時の巡回活動・（伊勢市宮川地区） 

 青少年育成協議会に協力し、夜間の巡視活動を行っている。 

      

○入学式、運動会、文化祭等での学校訪問・（伊勢市・鳥羽市・志摩市） 

 学校事業に協力及び校長との懇談、教育委員会との懇談を随時実施

している。 

      

○門松造り活動（伊勢市二見地区） 

 年末に児童委員を中心に門松を造り小・中学校の門前に設置 

      

○登下校の見守りや挨拶運動（伊勢市） 

 通学路や校門前等で実施している。   

[中学生以上の児童を対象とした活動] 

○入学式、運動会、文化祭等での学校訪問（伊勢市・鳥羽市・志摩市） 

 学校事業に協力及び校長との懇談、教育委員会との懇談を随時実施し

ている。 

        

○登下校の見守りや挨拶運動（伊勢市） 

 通学路や校門前等で実施している。   

        

○危険箇所のチエック（伊勢市御園地区） 

 畑、田んぼなどの多い同地域では通学路途中に古井戸・排水路等があ

り、見回りをして危険と判断される箇所を地図に書き込み、学校に提

供し、子どもたちの危険予防を図っている。 
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紀州ブロック 

（尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町） 

「ブロック内の児童委員活動についてのまとめ」 

紀州ブロックは、東は熊野灘、西は大台山系に面しており、かつては漁

業、林業で栄えていましたが、それらの産業の衰退により、若者の都市へ

の流出が続き、過疎化、少子高齢化が進んでいます。そのため、現在人口

が２万人を越える自治体はありません。 

 しかし、どの民児協も子どもの健全育成を重要な活動のひとつと位置づ

けて、見守り活動や各機関と連携する活動に取り組んでいます。 

[０～６歳(未就園、保育園、幼稚園)の児童を対象とした活動] 

○子育て支援活動 

（尾鷲市）子育て支援センター『ちびっこひろば』が実施する親子教室『みん

なで散歩』に参加し、親子とふれあっての育成支援に協力している。 

 （紀北町）児童虐待や育児に不安が感じられる家庭を、月に一回訪問し、育児

の見守りや母親へのアドバイスを行っている。 

（御浜町、紀宝町）町内で展開している子育てサロンの企画、活動への参加。 

 

○行政機関との連携活動 

（御浜町）町が実施する乳児検診等に協力し、小さな子どもを持つ家庭の情報

収集に努めている。 

（紀北町、御浜町）保育園への入園希望家庭の子どもや世帯の状況確認と証明。 

（御浜町）『こどもＳＯＳの家』事業に協力している。 

 

○保育園、幼稚園との連携強化活動 

 （紀北町、御浜町）保育園、幼稚園を訪問し園児、職員との交流を深めている。 
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[小学生の児童を対象とした活動] 

○見守り活動 

（紀北町）毎月１回、登校時、交通量の多い交差点に立って、児童の安全確

保に努めている。 

（紀宝町）夏休み中、川をせきとめて造った自然プールでの監視活動。 

○行政機関との連携活動 

（紀北町）教育委員会主催の『いきいき子ども学園』の運営委員として、企

画運営に参加し、また、調理、スポーツ等の指導も行っている。 

（御浜町）『こどもＳＯＳの家』事業に協力している。 

 

○小学校との連携強化活動（紀北町、御浜町、紀宝町） 

学校行事（入学式、体育祭、卒業式等）への出席や学校訪問、授業の参観

を通じ、学校長や教職員と情報を交換し連携を深めている。 

（紀宝町）夏休み中、早朝ラジオ体操を一緒にする。 

（尾鷲市）地区内の津波避難経路の安全点検を行っている。 

 

[中学生以上の児童を対象とした活動] 

○見守り活動 

（紀北町）月１回、登校時に合わせて、交通量の多い交差点に立って、生徒の

安全確保に努めている。 

（紀宝町）登校時、通学路に立って、挨拶運動を行っている。 

 

○行政機関との連携活動（御浜町） 

『こどもＳＯＳの家』事業に協力している。 

 

○中学校との連携強化活動（紀北町、御浜町、紀宝町） 

学校行事（入学式、体育祭、卒業式等）への出席や学校訪問、授業の参観

を通じ、学校長や教職員と情報を交換し連携を深めている。 

 

○地区内の津波避難経路の安全点検（尾鷲市） 
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